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人
々
の
心
を
魅
了
し
て
や
ま
な

い
富
山
県
を
代
表
す
る
観
光
地
、

北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰
。
乙
の
立
山

連
峰
に
新
た
な
魅
力
が
加
わ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
「
氷
河
」

の
存
在
で
す
。
そ
も
そ
も
日
本
に
は

「
氷
河
」
は
存
在
し
な
い
と
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
乙
立
山
連

峰
で
、
「
氷
河
」
の
可
能
性
を
示
す

氷
体
(
氷
の
塊
)
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
発
見
者
が
、
立
山
カ
ル
デ
ラ

砂
防
博
物
館
の
学
芸
員
、
福
井

幸
太
郎
さ
ん
(
富
山
市
)
で
す
。

大
阪
府
出
身
の
福
井
さ
ん
は
、

大
学
で
地
形
学
を
専
攻
し
、
博
士

課
程
を
修
了
。
国
立
極
地
研
究
所

で
の
研
究
員
を
経
て
、

2
0
0
6

年
日
月
か
ら
南
極
観
測
隊
員
と

し
て
氷
床
コ
ア
(
氷
の
サ
ン
プ
ル
)
の

採
取
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

2
0
0
8
年

3
月
に
南
極
か
ら

帰
還
し
た
福
井
さ
ん
は
、
富
山
に

定
住
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

大
学
院
時
代
、
立
山
の
永
久
凍
土

を
研
究
し
て
い
た
と
い
う
縁
が
あ

り
、
福
井
さ
ん
も
立
山
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
た

一
人
だ
っ
た
の
で
す
。

学
芸
員
と
し
て
勤
務
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
も
、
福
井
さ
ん
の
立

山
に
関
す
る
研
究
は
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、

2
0
0
9年
9
月
、
立
山

前御でん連会也ダレスア

。

る
、
フ

山
引
哨

厚

渓
の
省

氷
沢

連
峰
の
主
峰
・
雄
山
の
御
前
沢
雪
渓

で
、
長
さ
7
0
0
1
8
0
0
m
、幅

2
0
0
m
、
厚
さ
約
初
m
の
日
本
で

は
最
大
級
の
氷
体
を
発
見
。
こ
の

氷
体
は
「
氷
河
」
の
可
能
性
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
氷
河
」
で

あ
る
と
と
を
証
明
す
る
に
は
、
流
動

し
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
乙
で
、
今
年
の
9
月

初
旬
か
ら
2
カ
月
に
わ
た
っ
て
流
動

観
測
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
氷
体

が
「
氷
河
」
だ
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

現
存
す
る
国
内
唯

一
の
「
氷
河
」

を
発
見
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

悠
久
の
浪
漫
あ
ふ
れ
る
立
山
連

峰。

「鯛
岳
の
や
鈴
雪
渓
や
コ
一ハ鶴

雪
渓
に
も
、
氷
河
の
可
能
性
を

示
す
氷
の
塊
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

調
査
対
象
に
し
た
い
」
と
熱
く
語
る

福
井
さ
ん
。
飽
く
な
き
挑
戦
は
、

こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

氷の塊の上部は積雪によって氷が厚みを唱してL、く。
その雪氷が矢印方向に滅動し、下方で融けて消失する。
ζれを繰り返すことで、氷河は維持されてL喝。

氷河のメカニズム

、4・立
山
の
魅
力
を
よ
り
多
く

，
、

の
人
に
満
喫
し
て
も
5
う

と
と
も
に
、
そ
の
豊
か
芯
自
然

環
境
を
保
護
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
県
で
は

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

h
‘

.
県
で
は
、
立
山
の
魅
力
を
満
喫
し

A
，

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
沿
線
の
弥
陀
ケ
原
、

室
堂
、
黒
部
湖
な
ど
の
主
要
拠
点
を
中
心

に
、
散
策
歩
道
の
整
備
や
自
然
解
説
員
の

配
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
立
山
の

自
然
や
文
化
に
身
近
に
触
れ
親
し
む
場

と
し
て
、
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
、

立
山
博
物
館
な
ど
の
施
設
を
整
備
し
、

展
示
内
容
等
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
立
山
の
貴
重
な
自
然
環
境
を

守
る
た
め
に
、

①
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ
ス
の
導
入
や
ト
ロ
リ
l

パ
ス
化
に
よ
る
排
気
ガ
ス
の
抑
制

②
ア
ル
ペ
ン
ル
l
ト
沿
線
施
設
の
ゴ
ミ
減

量
化
の
取
組
み
ゃ
生
ゴ
ミ
の
下
界
へ
の

搬
出
処
理

③
保
護
柵
の
設
置
等
に
よ
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
保
護

④
植
生
復
元
や
舛
来
植
物
の
除
去

な
ど
の
環
境
保
全
対
策
を
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
県
を
代
表
す
る
観
光
地

と
し
て
、
立
山
が
よ
り
一
腫
魅
力
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

自
然
環
境
を
後
世
に
守
り
伝
え
る
た
め
に
、

引
き
続
き
環
境
保
全
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

この件の』県自然保護課
お問い合わせは" TEL.076・444・3396

皆さんのご意見をお待ちしています。「元気とやま目安箱(知事への意見・提言)J係まで
雇f.fl司l

。はがき・手紙'f930・8501県庁広報課 ~FAX 076-糾4・3478 ~インターネット http ://'州w.pref.toyama.jpltiji-form. html
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『
食
育
』
の
す
す
め

2010.6 

特
集

暮健
ち康
すで
t~生
86警
に

.・.

6
月
は
食
育
推
進
月
間
で
す
。
食
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

「
食
に
関
す
る
知
識
」
と
「
食
を
選
択
す
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
・

p

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
食
育
に
関
す
る
取
組
み
が
、
家
庭
を
中
心
に
学
校
、
職
場
、
さ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
実
践
さ
れ
、
そ
の
活
動
の
輸
が
広
ま
る
よ
う
、
今
後
も
食
育
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

.l. fI~ 

今
な
ぜ
食
育
な
の
か

県広報

近
年
、
食
生
活
の
乱
れ
や
生
活

習
慣
病
の
増
加
、
食
に
対
す
る
感

謝
の
念
や
伝
統
的
な
食
文
化
の

喪
失
な
ど
、
食
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
が
簡
単
に
手

に
入
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も

も
大
人
も
、
食
に
対
し
て
興
昧
・
関

心
を
持
ち
、
多
種
多
様
な
経
験
を

通
じ
て
「食
に
関
す
る
知
識
」
と

「
食
を
選
択
す
る
カ
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
平
成
時
年

に
策
定
し
た
「
富

山
県
食
育
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、

食
育
を
県
民
運

動
と
し
て
推
進

す
る
た
め
の
各

種
の
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

食
育
を
推
進
す
る

た
め
の
主
な
取
組
み

、u.，
富
山
の
食
に
着
目
し
た

パ十醤
司
「
富
山
型
食
生
活
」
の
確
立

富
山
の
米
や
新
鮮
な
野
菜
、
魚

介
類
な
ど
の
食
材
と
地
域
の
伝
統

的
な
食
文
化
を
活
か
し
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
に
も
優
れ
た
「
富
山
型
食

生
活
」
の
モ
デ
ル
メ
ニ
ュ
ー
等
を
作
成

し
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
産

の
食
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
直
売
所
等
で
の

販
売
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
学
校

給
食
で
も
地
元
産
の
野
菜
、
魚
等

を
提
供
す
る
機
会
を
拡
充
す
る
な

ど
、
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

モデルメニュー集等は、 「と

やま食脊ひろばJのホーム
ページに縄戦してL、ます。

U'家
族
そ
ろ
っ
た
楽
し
い
食
事
で

ν銀
、
健
全
な
食
生
活
の
実
現

家
族
で
参
加
で
き
る
「
三
世
代

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

や
農
業
体
験
を
は
じ
め
、
楽
し
み

な
が
ら
食
に
つ
い
て
学
べ
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
提
供
し
、
「
家
族

そ
ろ
っ
た
食
事
」
の
き
っ
か
け
哨
つ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
で
は
栄
養

教
諭
を
増
員
し
、
健
全
な
食
生

活
や
伝
統
的
な
ふ
る
さ
と
の
食

文
化
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る

よ
う
、
調
理
体
験
や
農
業
体
験
、

食
生
活
の
改
善
指
導
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

朝日町で農産物直売所や農産物加工

組織を設立し、新鮮な旬の野菜や農産

物加工品の生産・販売を行っています。

また、学校給食への地場産食材の納

入、農業体験、郷土料理の普及活動など

食育の推進にも取り組んでいます。

今後も、おいしく、安全・安心にこだわっ

た農産物、加工品の生産を基本に、生産

者と消費者の交流による農業の活性化

や地産地消の推進、地場産食材を活用

した料理の普及に努めたし吐息います。

ぜひ、身近な直売所やスーパーの直売

コーナーを訪ね、地場産の食材でおい

しく栄養バランスのよい料理を、家族で

楽しんでください。

を

w
れ
卓

同

剣

食

川

産
い

e
場
し

川

地
楽

l

弘、
元気かあさんマーケット代表
(農)食彩あさひ代表理事
とやま食の匠(伝承の匠)

ゆ み の よし ζ

弓野良子さん
(朝日町)

食に関する学習・農業体験

(
*
)
毎
月
第
3
日
曜
日
か
ら
始
ま
る
1
週

間
の
期
間
中
を
中
心
に
、
日
歳
未
満
の
子
ど

も
連
れ
の
家
族
が
協
賛
庖
を
利
用
し
た
場

合
に
、
協
賛
庖
が
設
定
し
て
い
る
割
引
や
特

典
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
制
度
。

詳
し
く
は
ホ
l
ムペ
l
ジ
を
参
照
。

(言明
¥
¥
E
g宮
市
・含

E
3・5¥E2-rE)

、出
‘
，
家
庭
を
中
心
と
し
た
食
育
を

d
?E

E
司
地
繊
社
会
で
し
っ
か
り
と
支
援

食
育
に
関

す
る
専
門
的

な
知
識
や
技

術
を
有
す
る

「
食
育
リ
ー

ダ
ー
」
を
地
域
、

学
校
、
事
業
所

な
ど
で
の
研

修
会
等
に
派
遣
し
、
食
育
に
関

す
る
地
域
活
動
を
支
援
・
促
進

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
家

族
の
き
ず
な
を
深
め
る
機
会
を

提
供
す
る
「と
や
ま
子
育
て
応
援

団
制
度
」
(
*
)
を
充
実
す
る
な
ど
、

食
育
を
地
域
社
会
で
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
各
種
の
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

I 
食育リーダーによる研修会

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

食
育
の
縫
進
を

食
は
、
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
、
ま
さ
に
命
の
源

で
す
。
県
で
は
、
食
育
に
関
す
る
各

種
の
取
組
み
が
、
家
庭
を
中
心
に
、

学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
実
践
さ
れ
、
県
民

の
皆
さ
ん
が
心
身
の
健
康
を
確
保

し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
食
育
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

とのページの』県農林水産企画課 TEL076-444・幻印刷附附w.pref.toyama.jplcms_sec/160町
お問い合わせは.(とやま食育ひろばホームページ附p:hん州w.pref.toyama.jplsections/160OIsyokuiku/index.html) 

.~~ト牟，、電子負

ぶ ゃ~~'\ r地産地消
県民交流フェアj

を開催!

平成包年7月4日〈日)10:00-16:00 

ボルフアートとやま
富山駅北親水広場(富岩運河li1J<公園となり)

・シンポジウム〈講演、事例発襲等〉

・地爆資源等商品展示商訟会

..産物等直売交涜会

地酷白消の大切さや地元の農怜jく産業について考えてみま

せんか。詳しくは県農産食昂諜までお問い合わせください。

県農産食晶課 TEL076-444・3271
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特集。

近年の本県への観光客入込数は、景気等の影響を受けつつも、

平成17年を底に徐々に増加しています。しかし、平成20年の2，922

万人に対し、平成21年は2，955万人と微増にとどまっています。

28.:;30 29.22ν 29.550 
， 27.61ゆ ~、 28.04 〆

27.500……伝説瓦……ぃ…一…1…、 …….......7勺Fb注;"'2"7:耐え ・… .，〆…日
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(※〉なお、会国の圏内宿泊旅行者数i立、平成元年に3億人を超えて以来、20年間lまぽ横ばいとなっています。

平成20年に東海北陸自動車道が全線開通し、平成26年度には

北陸新幹線開業を控え、本県における観光客の誘客のための

条件は充実しつつあります。

そこで、県では、多くの人々が持続的に訪れる「選ばれる観光

地Jを目指し、「富山県観光振興戦略プランJを策定しました。

県では、今後、このプランに基づき、市町村と連携し、県民の皆さん

や観光事業者、民間団体の取組みを支援し、観光の振興を総合的

かつ戦略的に進めていきます。

:、 剛県観光振 興戦略か

本県は、立山黒部アルペンルートや黒部峡替をはじめ、世界遺産

「五箇山合草造り集落J、国宝「瑞龍寺j等の観光資源に恵まれ

ており、これらの魅力を一層高めることが大切です。また、多織化

する観光ニーズに対応するために、美しいまち並みや涯史・文化

など地域固有の宝を新たな観光資源として、その魅力を創出し、

「富山な5ではの魅力にあ，3，れる観光地jを作ります。

個人旅行が中，ì)となる中で、直銀、" J: I~一
人の心に響くインパクトのあるPR. 

が大切であり、三大都市圏を中心に

積極的に行います。また、インター

ネット利用の溜加に対応し、句の

観光情報をホームページ等により

発信するほか、メディアとの連携に

よるPRを促進します。 JR山手線での車体広告

観光地としての評価を決めるのは、 「口コミJとその地を何度で

も訪れるリピーターの方々といわれています。 fまた来たいjと

思ってもらうためには、ホテル・旅館や欽食居、土産物庖、タクシー

など観光に携わる皆さんの心のこもったサービスが大切です。

また、観光地の印象の良し悪しは、商庖衡や駅など旅先で接する

人々の印象が大き恕影響を与えます。一人ひとりが地元のことを

知り、愛着をもってPRすることが大切です。

海外からの観光客が増加している中で、より一層の誘致拡大

を図るため、台湾・韓国・中国拡どからの更怒る読書に取り組

むとともに、東南アジア・欧米豪・ロシアなど、今後、拡大が期待

される新規市場か5の誘客に取り組みます。
・圃

定住人口が減少する中で、地域の活力を維持するには受流人口

の拡大が欠かせません。そこで、経済への波及効果が大きく、地域

のイメージアップにも寄与する、コンペンション(学会、大会等)

の開催を増やします。

移推の数込入客光観のへ

川

県

何
〕

本

川
端
似

.
いお

少子高齢化の進展により人口減少の時代を迎え、

地域の活力を維持・発展させるためには、

観光による交涜人口の拡大が重要です。

そこで、県では、観光を取り巻く環境の愛化を踏まえ、

県民あげての観光県づくりの推進に向けて、

r富山県観光振興戦略プランJを策定しました。

[@時111器貯の変化 I 
旅行の形態はかつての団体旅行か5個人旅行にシフトして

おり、旅行ニーズも個人の趣向や年齢等に応じて多様化し、求め

られるサービスも高度化しています。また、旅行先の決定や旅行の

手配手段として、インターネットの利用が増加しています。

こうしたことから、個人客を対象にした、魅力ある観光資源づく

り、満足度を高めるサービスの向上、対象や目的を絞った効果的な

情報の発信などが重要になってきています。

-旅行形態の状況
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県内おでかけ情報

-Lて駒郡'i1í.1I三者~1;W・

「京都圃立近代美楠館M&Yコレクション池田満寿夫の版画j
開催中-6月27日(日)
料金・ー般700円(550円)、大学生500円(380円)、小中高生無料

「名画パレード展新たなる感動一美の饗宴
岐阜県美術館コレクションJ

7月10日(土)-9月5日(日)
料 金.一般900円 (700円)、

大学生白O附(5ω円)、小中高生無料

フランス絵画の巨匠ルドン、
近代日本画の名匠
川合玉堂、伊東深水ほか一挙公開
主な出品作家 :ドラクロア、モロー、岸田

劉生、厳回嗣治、山本芳翠、奥村+.牛、

前回青郁など

富山市西中野町1-16・12 TEL076・421・7111
開館.9:30-17:00(入館は16・30まで)/休館・月鴎(祝日は開館)、

祝自の翌白/交通・富山駅(CiC績)から富山ミユージアムパス

(減南ルート)で約10分(無料)富山駅かう地鉄パスで「西中野口J
下車、徒歩2分 ※料金の( )内1el:20名以上の団体料金

http://www.pref.toyama.jplbranchesl304213042.htm 

-!.~Ð~;三豆諸~1;i=l・ -I!.~.t:~ ... ~;唾~lk:l・

「江戸の粋・明治の技柴田是真の漆×絵J
6月25日(金)-8月22日(日)

料金.一般900円 (700円)、

大学生650円(500円)、

小中高生無料

幕末から明治時代にかけて活

躍し、「漆絵Jの創始者として知

られる柴田是真(しばたぜしん)。

本展では、エドソンコレクション

(アメリカ)からの出品と日本国内

の優品を合わせて84点展示し、

是真芸術の魅力を紹介します。

d重量司

& = --‘ 、~

園
ー『

I柳に水準文熊箱Jエ~".Jンコレクション

富山市五徳7n TEL076・431・3719
開館.9:30-17:00(入室は16:30まで)/休館・月曜〈祝日は開館)、

祝自の翌日/交通・富山駅(CiC績)から富山ミュージアムパス

(呉羽山ルート)で約6分(無料) 市内電車大学部行「新富山j下車、

徒歩約10分 ※料金の( )内lま20名以上の団体料金

http・的州w.pref.toyama.jplbranches/3044/3044.htm

とやま発@健康レシピ [協力]立山町食生活改普推進協議会

ウドのタラマヨサラダ 香りがよく、 11I菜として好まれて

いる「ウドJ。料理方法としては、ごま

和えや酢みそ和えが一 般的です

が、生のままでもおpしく昧わうこと

ができます。今回は「ヘルシーjを

テーマに、ウドのサラダを紹介します。

生ならではの香りとシャキシャキと

した食感が楽しめる一品です。

{材料・分量(4人分)1 
ウド・.80g、

乾燥わかめ・・10g(隼の渇合は150g)、

レタス… 120g、ミニトマト・・12個

[タラマヨドレッシング]

タラコ…11賀、 酒・・・大さじ2、
みりん…小さじ2、マヨネーズ…大さじ2

y
w
 

-ウドの皮を使って「きんぴら

かき揚げ』を作れば、つドを余

すととろなく使える。作り方の

ポイントとして、衣は小麦粉と

米紛の分置を1対1にすること

で、カラリと揚げられる。

[作り方}

①ウド|立、皮をむいて短冊切りにし、水に

さらしてアクを銭く。

②乾燥わかめは、水でもどして(約5-10

分)から、熱湯をかける。

③ミニトマトは半分に切り、レタスは適度

拡大きさにちぎる。

⑥①(gX診を器に盛る。

⑤タラマヨドレッシングiel:、タラコの皮を
はいで鍋に入れ、酒、みりんを加え、中火

で煮る。沸騰寸前で火を止め、粗熱をとっ

てからマヨネーズを入れて混ぜる。

⑥③で器に!iったサラダにタラマヨドレッ

シングをかける。

「私の植物写真展J
6月11日(金)-7月14日(水)
植物写真教室の作品と一般から募集した作品を展示します。

「日曜植物案内」
(毎月第1日昭)13:30-14:30 (当日受付)

見頃の植物や話題の植物について解説します。

「植物園オリエンテーリング」
(毎月第3日昭)10:00-11:00 (当日受付)

縞物に関するクイズを解きながら、闘内を楽しくめぐります。

「ゲッカピジ、ン観賞J
6月-7月予定(開花日2日間)
ゲッカピジンの開花に合わせて

2日間、夜間関尉 (21:30まで・

入聞は21:00まで)します。詳しく

は同園にお問い合わせください。
ゲッカピジン

富山市婦中町よ轡回42 TEL076・466-4187
開園・9:'αト 17:00(入園は16:30まで)/休園・木曜(祝自は開園)/

入園料.一般・大学生600円(480円)、小中高生無料 ※( )内Iel:
20名以上の団体料金/交通・富山駅から地鉄パスで「中央植物園

口J下車、徒歩10分 http:/A州 w.bgtym.orgl

随--
0の申に言葉を入れてください。

県では、県民の皆さんが
健康で生き生きと暮らせるよう、

rOOJの推進に取り組んでいます。
(ヒントは2ページにあります。)

はがきにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢と本紙の感想を記載し、
下記まで。当選の発表l革、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

宛先・ 〒930・8501(住所記入不要)県庁広報課「県広報とやま6月号クイズ係j 締切・ 6月18日(金)(必鎗)

臨援靖躍脚姐
〒930・8501(住所記入不要)県庁広報課あて TEL'076-444・3134FAX'076-444帽 3478
E-mail は次のアドレスのフォームよりお送りください 砂http://www.pref.toyama.jp/form.html
広報課ホームページ http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1001/

E覇麗姻
側シー・工一・ピー
企画営業節まで
TEL'076-439・3311<<骨

f県広報とやまjは、4・6・8・10・1月{年5回)発行で新聞折込みにより各家庭にお窟けします。また、県の各線量生や市町村役場、図書館、文化ホールなどでも配布しているほか、本号とパックナンバーは、広報課のホームページで閲覧できます。
平成22年6月6日発行 企画・発行/宮山県知事政策局広報線富山市新総幽輸1番7号 076-431-3131 (県民相駁電話)/076-444・3300(県民相鮫フ.，，"/クス) 編集傷力/側シーエーピー

*r県広報とやまjは環j克に配慮し、植物性大豆油インキと再生紙を使用しています。
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